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3 歳のこどもの口の直径はおよそ 4cm で、ほぼトイレットペーパーの芯ぐらいの大きさです。 
それより小さな物は、こどもが飲み込んでしまう危険を常に考えたほうがいいでしょう。 
スーパーボールなど 6mm から 2cm のおもちゃは特に気道をふさぎやすく、窒息のおそれが 
高まります。また、ナッツ類、豆類、あめ玉、こんにゃくゼリーなどの食べ物や、菓子や 
ペットボトルの包装フィルムなどにも注意が必要です。その他、硬貨、ボタン、小さな 
文房具など、保護者や兄姉の持ち物など、幅広く物の置き場に気を配ってください。 

【誤飲・窒息事故を予防するには】 

こどもの誤飲による事故を防ぐには、飲み込む可能性のある物を手の届く場所に置かないことが大切です。 

高い場所に置いても、こどもが踏み台を使って手にしてしまうケースもあります。 

こどもの手が届く範囲は、手が伸ばせる範囲と台の高さを足した長さです。 

  1 歳児…約 90 ㎝ 、2 歳児…約 110 ㎝ 、3 歳児…約 120 ㎝  

物の置き場所を見直し、誤飲を予防することも重要です。 

【誤飲した場合の対処法は？】 

基本的には無理に吐かせることはせず、誤飲した物と同じ物を持参して 

速やかに医療機関を受診しましょう。 

ただし、のどに物を詰まらせた場合は、ただちに救急車を呼ぶとともに、 

詰まった物を吐き出させます。 

危険を予測し、不慮の事故からこどもを守りましょう。 

（内閣府政府広報室 HP 抜粋） 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ こどもを誤飲・窒息事故から守る！ ≫ 

ちいさいポケットのなかには・・・ピヨ！ 

ひよこさんがはいっていました。 

「こんにちは」 

おおきいポケットのなかには・・・パオ！ 

ぞうさんがはいっていました。「こんにちは」 

ボタンがついているポケットのなかには・・・ばぁ～！ 

ライオンさんがはいっていました。 「こんにちは」 

そして、あたたかいポケットのなかには・・・？ 

 いろんな縫い目のかわいらしい 

ポケットから、頭や、鼻先や、 

しっぽが見えます。子どもたちに 

読んでみると、真剣な表情で 

ポケットを見つめ、次のページで 

顔が見えると「あはは！」と笑顔。内容は０・１・２歳 

向き？かと思いますが、３・４歳くらいも十分楽しめ 

そうです。だって、ポケットって・・・ 

子どもにとっては特別わくわくするものですからね！ 

 （絵本ナビ参照） 

 ≪ ポケット ≫ 
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